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「ユニバーサルデザイ ン」と は，使う 人に必要な情報や使い方 

が簡単にわかり ，効率的に使う こ と ができるなど，より 多く の人 

が利用可能であるよ う なデザイ ンにするこ と をいいます。平成１ ９ 年から 実施さ れた特別

支援教育の取り 組みの中で，特別支援教育の視点を踏まえた授業づく り は，支援を必要と

する子どもにはもちろん，すべての子どもに対し ても，よい結果をもたら すと いう こ と が

言われています。近年では，「教育におけるユニバーサルデザイ ン」についての研究や実

践が盛んに行われるよう になっ てきています。 

 まず，最初に広まっ たのが，教室環境のユニバーサルデザイ ンについてです。例えば，

「黒板の周り をすっ き り さ せる」，「棚にはカーテンをし て不必要な刺激を少なく する」，

「声メ ーターで，状況に合わせた声の大きさ を視覚的に理解する」など，教室環境の工夫

が取り 上げら れまし た。こ れによっ て，集中し やすい学習環境や暗黙のルールについての

理解など数多く の実践が広がり まし た。同時に，授業のユニバーサルデザイ ンについての

実践研究が行われるよう になっ てきまし た。題材や目標を焦点化し たわかり やすい授業，

視覚化を工夫し た子どもを引きつける授業，子ども同士をつなげ，理解の共有化を図る授

業など，全員が参加し やすい授業の工夫が行われています。 

 し かし ，教室環境や授業のユニバーサルデザイ ン化だけでは，う まく 行かないと いう 声

も多く 聞かれます。そこ で，それら の実践の基盤と なる「人的環境のユニバーサルデザイ

ン」の重要性がク ローズア ッ プさ れてきまし た。ク ラ スの雰囲気をやわら かく し ，学び合

う ための環境づく り をするこ と です。こ れがなければ，教室環境や授業をいく ら 工夫し て

も，う まく 行かない結果になっ てし まう こ と が多いから です。 

 

 

１ 教育におけるユニバーサルデザインとは  
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様々な視点で，課題をも つ児童生徒が増加する現状で，各学校でも校内支援委員会が開かれ，児童生

徒の課題解決に向けて取り 組んでいるこ と でし ょ う 。そこ で，改めて，その校内支援委員会・校内支援

体制を有効化さ せ，学校と し てのユニバーサルデザイ ン を構築し ていき ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内支援委員会で，でき る限り の支援を行う こ と になっ ていき ます。校内支援委員会で検討さ れた支

援法が，実際に行っ てみてマッ チし たかど う か・・・。それを確認し 共有し ていく こ と の繰り 返し にな

り ま す。すでに，どの学校でも，「一斉の指示が伝わり に く い児童生徒」がいて，支援の着眼点と し て

取り 上げら れていると 思われますが，改めて，実践例の一つと し て，確認し ま し ょ う 。  

 

 

どう し てなのか？ を理解する  

◎指示が入ら ない 

・全体への指示を自分に対し ても向けら れていると 受け止めていない  

・周り の音や目についたものが気になり ，自分の空想に浸っ ている  

◎指示を忘れてし まう  

・一つ一つの指示は聞いているが，複数の指示を一度に覚えら れない  

・気が散り やすく ，一つのこ と をやり 終えないう ちに別のこ と を始めてし まう  

◎やるべきこ と がわから ない  

・指示を聞いていても ，ど こ から どのよ う にやれば良いのか手順が理解できず行動に移せない  

手立てと ヒ ン ト  

◎自分にも関係し ている こ と を理解さ せるよ う に，そばに行っ て話し ，視線を合わせながら 話をする  

◎全体での指示のあと に，個別で話を伝える  

◎絵カード などに し て視覚に訴える  

ク ラ ス全体への配慮を見つめなおし まし ょ う  

★全体が静かになっ てから ，指示を出す。  

★指示の言葉は短く ，はっ き り 出す。一つの行動ができ てから ，次の指示を出す。指示をし た内容を復唱さ せる。  

★活動の手順をボード に 箇条書き する，毎日取り 組むこ と が定着する ま で手順を示し たカ ード を掲示する。  

★周り の行動がモデルになるため，個別の対応に こ だわるのではなく ，周囲で適切な行動ができた子ど

も をし っ かり と 褒めて，意識さ せると いう 方法も 取り 入れまし ょ う 。  

学校と してユニバーサルデザインの視点から考える  

「校内支援体制の有効化を見直す」「支援の実際」 

 
 

①  校長・教頭・担任・各学年

団・教務・生徒指導部・・・

そ の都度必要に 応じ て 集

合し ているだろう か？  

 
③  校内支援委員会での内容については、その概要や校内 

支援体制変更等について朝の打ち合わせ等で「情報を

共有」できているだろう か？  

②  外部と の連携は、密にと れてい

るだろ う か？ →帯広市子育て

支援課・帯広市教育委員会（心

の相談員・スクールカウ ンセラ

ー・スクールソーシャ ルワ ーカ

ー）・帯広児童相談所・各医療

機関等 

 

校内支援委員会は機能しているだろうか？『見直し』を常に！ 

 

支援の実際～一斉の指示で行動が難しい場合～ 
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◇ルールのある空間で，みんなが快適に生活するための環境づく り  

◇暗黙のルールなど，目に見えないものを見えるよ う にする  

◇子どもの「いいと こ ろ」が発揮さ れやすい環境づく り  

 

教室環境における支援例  

①  机の中の工夫をする  

  机にシールなどで「ふでいれ・プリ ン ト 」

「教科書・ノ ート 」と 表示をつける。 

 

 

 

 

  

②  掃除用具入れなどに工夫をする 

  掃除用具入れや給食配膳台は，活動に取 

り かかり やすいよ う に整理し ておく 。 

      

 （例）使う 道具に番号をつける  

   （ほう き①，ほう き②など） 

           

     掃除用具の片づけ方や，給食配膳 

台の上に置く 物などを写真や図で説 

明し て掲示する。 

 

 

 

 

 

 

２ 教室環境のユニバーサルデザイン  

サイズに合ったお道具箱を 

利用することで，引き出し 

付きの机になりました。 
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◇視覚化を工夫し ，子どもを「ひきつける」授業 

◇子ども と 学びを「結びつける」「つなげる」授業 

◇焦点化し 「方向づける」授業  

◇理解を「そろえる」授業 

◇「わかっ た」「できた」と 実感さ せる授業 

※「焦点化」「視覚化」「共有化」を生かし た授業づく り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

【参 考 資 料 】群 馬 県 総 合 教 育 センター  小 ・中 学 校 における特 別 支 援 教 育 校 内 支 援 体 制 ガイドブック  

 

３ 授業のユニバーサルデザイン  

授業での教師の基本的な姿勢 

◯受容的・共感的な態度で接

する 

◯教師が学級の子ども一人一

人を多面的に理解 

◯子ども一人一人の良さを教 

師が言葉にして伝える  

◯いつもみんな一緒，同じやり

方で同じようにといった， 

画一的な方法からの脱却 

◯「できる，できない」「速い，遅 

い」などの一定の価値観から 

の脱却  

◯結果だけではなく，取り組む

姿勢や努力の過程を子ども

達に紹介し，評価する  

このような教師の姿が 

◯子ども達のもつ「認められ

たい」という欲求を満たせ

る学級  

 

◯子ども達の一人一人の友

達を見る視点が変わり，

お互いを認め合う学級  

 

◯子ども達一人一人の友達を

見る視点を広げ，異なる個

性を認め合う学級  

 

◯向上心をもち困難に挑戦し

ていくことの素晴らしさを，

子ども達全員の共通の価

値観として育てる学級  

 

◯子ども達の一人一人の心

を育て，相手の考えを聞

いたり，相手の気持ちを考

えたりできる学級  

 

特別な教育的支援を要する子どもの頑張り を認め，温かく 接する雰囲気 

この学級の育ちが 

焦点化

化 
視覚化 共有化 



6 

 

 

ユニバーサルデザイ ンを授業に置き替えると「できるだけ多く の子どもにわかる授業」

と いう こ と になり ます。どんなに工夫し ても，通常学級で一斉授業を進めていく 中で授

業のペースにう ま く 乗れない児童がいるのではないでし ょ う か？ 今回は，わり 算の指導

に使えるワ ーク シート を紹介し ます。 

～わり 算指導『商(答え )をたてるのに混乱する子のために』～ 

○ねら い 

 ・補助になる計算をするスペースのある用紙を使う こ と で，混乱を減ら す。  

 ・書く 場所がはっ きり し た用紙を使う こ と で，桁がずれる間違いを減ら す。  

問題  ３７．７÷５．８ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

MI（マルティ プル・イ ンテリ ジェ ンス＝多重知能）理論と は，人の知能は単一ではなく ，

８ つの分類から 成り ，人それぞれ知能にも長所や短所があると いう 考え方です。１ 時間の

授業の中で，一つの知能だけに偏っ た活動になっ てし まう と ，それを苦手と する児童生徒

にと っ てはなかなか理解に結びつきません。ぜひこ の８ つの分類を意識し ，様々な活動を

バラ ンス良く 取り 入れた「ユニバーサルデザイ ンの授業」を作っ てみませんか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引 用 文 献  本 田 恵 子 ( 2 01 4 ) 「脳 科 学 を活 かした授 業 改 善 のポイントと実 践 例 」，梧 桐 書 院  

 ３ ７ ７ ÷５ ８ の商を見つけるための補助と

なる計算を右側のスペースに書いていま す。  

５ ８ ×６ ＝ ３ ４ ８  

５ ８ ×４ ＝ ２ ３ ２  

５ ８ ×３ ＝ １ ７ ４  

５ ８ ×５ ＝ ２ ９ ０  

 計算の過程を残し ておく こ と で，次の位の

商を見つけるのに 役立つこ と も あり ま す。  

 「特別支援教育 はじ めのいっ ぽ！ 算数の

じ かん」（学研）の中の１ つの例です。算数

の学習で一斉指導を 行う 中で活用でき る ア

イ デア がたく さ ん載っ ていま す。  

具体例②（授業づくり編～MI 理論～） 

具体例①（小学校算数編） 
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◇ク ラ スの雰囲気をやわら かく し ，学び合う ための環境や関係づく り  

◇間違いを冷やかし たり ，失敗を笑っ たり ，から かっ たり せず，誰もが「わから ない」こ  

 と に正直になれる場をつく る  

◇「みんなちがっ てみんないい」「応援し合える仲間づく り 」の雰囲気をつく る  

 

  特別支援教育がスタート し てから ，支援が必要な子の理解や具体的対応など，本人に対

する支援例は，様々な資料などで取り 上げら れています。しかし ，個別支援やユニバーサ

ルデザイ ンの方法を，ただ真似て導入し ても う ま く いかないこ と があり ます。特定の子ど

もへの対応を変えただけでは，ク ラ スをおさ めきれないと いう 苦労も聞きます。そこ で，

様々な取り 組みの基盤と なる「人的環境のユニバーサルデザイ ン」が重要と なっ てきます。

ク ラ ス全体の社会性を高めるこ と によ り ，子ども達が支え合い，育ち合う 雰囲気づく り が

必要です。こ こ では，「支援が必要な子を取り 巻く “まわり の子”」に注目し て考えてみ

まし ょ う 。 

 

 

 

 

 

 

 

〈例えば…〉 

・立ち歩きが目立つ配慮を要する子の姿を見て，きちんと 授業を受けていた子が，真似す  

るよ う になる。立ち歩く 子が，あっ と いう 間にどんどん増えてし まう ケースもある。  

・誰かが「く せえ」と 言う と ，いつまでもし つこ く 「く せえ」と 連呼し ている。 

 

〈こ のタイ プの子〉 

・真似する子どもの多く は，「授業がつまら ない，わから ない」と 感じ ているこ と が多い。 

・幼児性が強く ，おもし ろそう なこ と に気をと ら れてし まい，深く 考えずに行動し てし ま  

う 傾向がある。 

 

〈具体的対応例〉 

○わかり やすい授業が最大の支援，「わかっ た」「できた」と 思える体験を重ねる。 

 →指示をはっ きり ，短く 伝える。 

 →視覚化の工夫をする。 

 →活動をわかり やすく 配列し ，飽きさ せない。 

 →ペア学習などで理解をそろえる。 

○幼児性が強い場合は，「見ているよ ！ 」「がんばっ ているね！ 」と いう サイ ンを送るよ  

う に心がける。 

 →「目を合わせてう なずく 」「グッ ド ジョ ブなどのハン ド サイ ン」などのノ ンバーバル 

  な「ほめ」を継続する。 

４ 人的環境のユニバーサルデザイン  

 「まわりの子」の理解と対応  

ケース 1 問題行動を真似する子  
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○自己決定の力を育み，心のブレーキをもたせる。 

 →「あなたはどう 思う か？ 」と 問い，考えさ せる。 

 

「幼稚園から やり 直し 」「何回言っ たら わかるんだ」などは，自尊心を低く するこ

と はあっ ても ，問題行動と 直接つながら ないので，あま り 効果は上がら ない。叱 

  る と き は，よ く ないこ と を具体的に知ら せるこ と ，望まし い行動をはっ き り 伝える  

  こ と が大切。 

 

 

  

 

〈例えば…〉 

・相手の一番嫌がるこ と をする。相手の興奮し やすいキーワ ード をよ く 知っ ていて，絶妙  

なタイ ミ ングでから かう 。 

・配慮を要する子は，我慢できず興奮し てし まう 。 

・担任がその関係に気付いて遠ざけても，すぐに近づき刺激し てし まう 。  

 

〈こ のタイ プの子〉 

・勉強はそこ そこ できるが，授業中に余計なこ と を言っ たり ，先生や友達の失敗を追求し

たり するなど，マイ ナス方向での頭の回転が良い特徴がある。 

・善悪の判断が弱く ，意外と 友達の意見に流さ れやすい傾向がある。 

・先生が注意すると 「だっ てぼく だけじ ゃ ない」と 主張するこ と が多い。 

 

〈具体的対応例〉 

○休み時間に一緒に遊んだり ，スポーツを楽しむ。 

 →不健康な遊びと し て「誰かをいじ る」こ と を選択し ているので，健康な遊びのレパー  

  ト リ ーを増やし ていく 。 

○友達と 比較する発言を控え，個人内評価，自己評価に目を向けさ せるよ う にする。  

 →「他の人には勝てないが，こ いつにだけは負けたく ない」などと 支援を要する子と 張  

 り 合っ たり ，支援を要する子によ く 似たタイ プであっ たり するこ と も多いので，比べ  

 るよ う な発言は逆効果である。 

○他者に貢献する喜びを実感さ せる。 

 →「あり がと う 」「助かっ たよ」と いう 言葉で，役に立っ ているこ と を実感できるよ う  

  に する。 

 

 

 

 

〈例えば…〉 

・興奮し やすい子をねら っ て刺激する。その子が興奮し てパニッ ク になっ た後，サッ と そ  

の場から 立ち去る。先生が来たと きは，その子だけ一人で騒いでいるかのよう な状況が

つく り 出さ れる。 

・自分が興奮さ せておいて，そのパニッ ク になっ ている子を先生の前でなぐさ めたり ，か 

ケース２ わざと刺激をする子  

ケース３ 影でコントロールする子

わざと刺激をする子  
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ばう よ う な発言をすると いっ た巧妙な場合もある。 

・から かい，爆発さ せるまでの過程を楽しみ，それに成功すると ，気持ちが冷めてし まう  

こ と が多い。 

 

〈こ のタイ プの子〉 

・勉強ができる子だっ たり ，少年団などで活躍し ていたり する場合がある。頭はいいけど， 

心が育っ ていないよう な子。 

・「わざと 刺激する子」と 違っ て，いつまでも ト ラ ブルに便乗せず，パッ と 引く 。かなり

クールなと こ ろがある。 

・子ども達の中では仲間に威圧感を与えているが，大人と 子ども の前で巧妙に態度を変え  

るこ と ができる。 

・担任の先生であっ ても彼ら の存在をキャ ッ チするこ と は難し いこ と がある。  

 

〈具体的対応例〉 

○プラ イ ド の高い子の「大人ごこ ろ」に働きかける。 

 →みんなの前でつるし 上げ的に叱ら れるこ と が大嫌いで，プラ イ ド の高いタイ プの場合  

  が多い。大人と し て扱う こ と や一人前と し て関わるこ と が効果的な場合が多い。褒め 

  る と きも，「えら いね」「すごいね」ではなく ，こ と わざを使っ て知的に褒めたり ，  

  具体的事例を取り 上げたり し て伝えるこ と が効果的なこ と がある。 

○１ 対１ になる場面を見つけ，さ り げなく ，じ っ く り 話を聞いてあげる。 

 →子どもであり ながら ，勉強やスポーツで多忙である場合や，親の前ではかっ こ つけ 

なければなら ない状況があっ たり し て，日常生活でスト レスをため込んでいる場合も  

ある。 

 

 

 

 

〈例えば…〉 

・自分たちは直接手を下さ ないが，「今日も何か起きないかな」と “事件”を楽しみにし  

ているギャ ラ リ ー的なグループ。 

・自分で何か仕掛けるわけではないが，「問題行動を真似する子」に同調し たり ，「わざ

と 刺激する子」をはやし 立てたり する。配慮を要する子に対し て，挑発する様子を楽し

んだり ，授業が中断し た隙に便乗し て勝手なこ と をし て楽し んだり し ている。  

 

〈こ のタイ プの子〉 

・ク ラ スのト ラ ブルを鑑賞し て楽しむギャ ラ リ ータイ プ。「問題行動を真似する子」や「わ

ざと 刺激する子」に先生がどのよう な指導をするか観察し て，動きを決めているこ と が

多い。また，建設的な意見には乗ら ないのに，批判的な意見にはいつも同調し たり ，先

生と １ 対１ のと きはと ても大人し いのに，仲間がいると 強く 出たり するケースもよ く 見

ら れる。 

     こ のタイ プの子に話を聞いてみると … 

・何でオレばっ かり に聞く の。みんなやっ てるし 。  

・○○を見てると ，イ ラ イ ラ するんだよ。  

ケース４ トラブルを期待するまわりの子  



10 

 

・○○ばかり ，ひいきし ているから …。  

・悪いこ と はわかっ ていても，それを指摘し たら ，今度は自分がいじ めら れるかも。  

・誰かがつら い目に遭っ ているのを見て，すーっ と するこ と があるよ う な気がする。  

 

 予想さ れる内面  

 も っ と 自分を見てほし い。も っ と 褒めてほし いし ，認めてほし い。  

 

〈具体的対応例〉 

○「ぼく だっ て認めてほし い」「大切にさ れたい」と いう 思いに応える場面を意図的に設  

定する。 

 例）運動神経のいい子→体育の時間のお手本になっ てもら う  

 例）図工の得意な子→教室の飾り などを手伝っ てもら う  

 →「いいと こ ろ」を認めてあげる場面を積極的につく る  

○まじ めに，普通にやっ ている子にも目を  

 向ける。 

 →当たり 前のこ と でも，し っ かり やっ て  

  いる子を認めるよ う にする。 

○言葉に敏感になり ，やわら かい関わり が 

 できるよ う にク ラ スの雰囲気をつく る。 

 ×「う ざい」「きもい」「死ね」 

 ◎「どんまい」「あり がと う 」「いっ し  

   ょ にやろう 」 

○個別の支援は，さ り げなく ，そっ と サポ 

 ート する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

 阿部利彦（2014）「通常学級のユニバーサルデザイ ン  プラ ン Zero」，東洋館出版社 

 

 

 

 

 

 

ユニバーサルデザイン
アプローチの基盤

• 支援が必要な子のサポートだけを考えてもう
まくいかないことが多い。（特に支援学級担任、
専門家はここにはまりやすい）

• すべての子にとって支援は必要であり、「まち
がえを許し合える」「ちがいを認め合える」学
級づくりが基盤。

• この基盤がなければ、あらゆる個別支援・ユ
ニバーサルデザインの方法は効果が発揮さ
れづらい。
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「発達障害のある子の自立に向けた支援」～就労相談の現場から～  

講師 石狩市相談支援センターぷろっ ぷセンター長  大澤 隆則氏 

 

10 月 20 日（火），今年度の特別支援教育研修講座を，と かちプラザにて開催し まし た。

今回は，石狩市相談支援センターぷろっ ぷセンター長，大澤隆則氏をお招きし ，就労に向

け，小中学校でどう いっ た支援が必要か，また，就労に至るまでのサポート 体制など，事

例をもと に支援の実際を紹介し ていただきまし た。 

 

「就労」から ト ッ プダウンさ せて考えてく ださ い  

 

 

 

 

 

 

 

相談っ て・・・ 

＜「行動の根拠をつく る」のが相談＞  

・親子関係から 友達そし て先輩に広がる。親以外で本人の話を聞いてく れて先生以外に教

えてく れる大人の存在が大切。 

＜相談方法を，子ども達は教えら れているか？ ＞  

・親，先生以外で「そう だね，やっ てごら ん（やら ないほう がいい）」っ て言っ てく れる

人はいるだろう か？  

＜就職するまでの流れ＞  

・小・中学校を卒業後は，普通高校・専門学校・各種高校・特別支援高校単地校・特別支

援学校高等部のどれかになる。（基本的に中学校卒業で福祉サービスを受けるこ と はで

きないが，北海道の児童相談所の許可を受けら れれば，中学卒業後から 福祉サービスを

受けら れる。）高校修了後は，技術系学校・専門学校・カレ ッ ジ・障がい者雇用・福祉

サービス・就労（就労Ａ ・就労Ｂ ） 

・作業習得，目標達成が早い。作業内容と 就職イ メ ージがつながり にく い。本人による自

己評価が高い。本来の就業課題に対応し づら い。→こ のよう な状況をかんがみて「特性

に合っ た魅力ある活動を創出」するこ と が大切である。 

 

 

中学校 

・具体的な進路・縦の人間関係 

・横の人間関係・二次障害の可能性 

・基礎的なお手伝い・障害理解 小学校 

高校 

５ 特別支援教育研修講座より  
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活動内容の設定 

＜活動を通し たアセスメ ン ト ＞  

・フ ォ ーマルアセスメ ン ト と イ ン フ ォ ーマルアセスメ ン ト  

・就労移行支援のためのチェ ッ ク リ スト 「Ｇ Ａ Ｔ Ｂ 」 

・「ワ ークサンプル幕張版（Ｍ Ｗ Ｓ ）」「Ｔ Ｔ Ａ Ｐ 」  

＜多様な作業プログラム＞  

・得意，苦手を知り ，自分に合っ た職域を絞っ ていく 。 

・役割分担も仕事。手順や要求水準を明確化し，達成度を把握できるよ う にする。  

・ア セスメ ン ト に基づき，個別に課題設定をする。 

 

参加者の声  

 

 ・ 就 労 を 見 据 え た 日々の指導の大切 さ を 改 めて 感 じ ま し た 。 小学校 の現場で

は，青 年期の姿 を イ メ ー ジ し て い く こ と で 指 導のあ り 方 や 見 直 し が必要 と

な っ て く る 。 保護者 に も 将 来像 を 具体 的 に イ メ ー ジ で き る よ う に 支 援 し て

い き た い と 考 え ま す 。  

 

 ・ 特 別 支 援の児童 生徒が働 く と い う と こ ろ に 意 識 を お い て 日 々 を 過 ご す こ と

は 正直 あ ま り 多 く なか っ た と 感 じ ま し た 。 ど う し て も 目 の前 の問題 を 改善

し よ う と し ， そ の先 に 社 会的 に 周 り の人 と 一 般的 な関係 を 保 て る よ う に と

考 え て 指 導は し て い ま す が，具 体的 に 「 で は就職 の際 に ど う や っ て 行 う の

が正 し い のか」 「就 職の形 に も い ろ い ろ あ る 」 と い う と こ ろ ま で は 考 え が

及びま せ ん で し た 。 今回 の講演 を 聞 い て 教 育の先 のこ と を 考 え る こ と がで

き ま し た 。  

 

 ・ 小 学 校の支 援学 級担任 と い う 中 で 中・高 ・支援 学校 への進 学 に つ い て 考 え

話 を 聞 く 機 会 はあ り ま し た が， 今回のよ う に 就 労 に つ い て 深 く 掘 り 下げた

話 を 聞 く 機 会 は少なか っ た た め大変参 考 に な り ま し た 。 自 ら も 民 間 企業で

勤 め障 害 を も つ 方 と 働 い た 経験があ り ま す が， ま だ ま だ偏見 の目や 採用の

少 なさ など 問 題点があ る と 感 じ て き ま し た 。 学校 ・企業 など ， ま ず 理解 し

て 環 境 を 作 り ， ジ ョ ブ マ ッ チ ン グの配 慮や フ ォ ロ ー など 安心 し て 将 来のこ

と を 考 え 働 き 続 け ら れる 世の中 に なる よ う ， 学 校 現場 も 日々 学び， つ なが

り を 作 っ て い く こ と が必要だ と 感 じ ま し た 。  

 

 ・知 ら ない 言葉がた く さ ん 出 て き て 勉強不足だ と 感 じ ま し た 。就労のこ と は，

高 校 に お 任せ と い う よ う な感 じ があ り ま し た が， 中学生 の う ち に や る べ き

こ と ， や れる こ と がた く さ ん あ る と 思 い ま し た 。 今担任 し て い る 生 徒 に も

通 ず る お 話がた く さ ん あ り ， 指 導の参 考 に し た い で す 。 事例があ り ， と て

も わか り や す い 内容で し た 。  


